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第79回 プログラム

１．学びの時間

２．今年度の活動方針

３．維持管理工事について

４．ヒメボタル調査の予定確認

５．前回（第78回）の確認

６．緑地（道ぎわ）ツアー

７．交通調査の結果確認

８．グループ活動
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　　　　　　　　　　　　p.2～3

　平成25年5月19日（日）に第79回施工ワーキングを開催し、
24名が参加しました。

　今回は年度初めで新しいメンバーも加わったので、緑地の道

ぎわをみんなで歩いて、施工ワーキングで行っている取り組み

を一つずつ確認しました。

　３月に実施された交通調査の結果確認、ヒメボタル調査に向

けて、ピーク予測や調査日程の確認も行ないました。

●第79回施工ワーキング

「環境に配慮した道づくり」施工ワーキングだより
 第65号　　　

○インスペクターからのコメント（79回）

岡村
ｲﾝｽﾍﾟｸﾀｰ

大竹
ｲﾝｽﾍﾟｸﾀｰ

藤田
ｲﾝｽﾍﾟｸﾀｰ

長谷川
ｲﾝｽﾍﾟｸﾀｰ

今日は非常に内容の
濃い、意欲の高まっ
た会だったと思いま
す。このまま中途半
端ではやっぱりいけ
ませんので、進める
なら道路や森につい
ては維持管理をきち
んとやる、止めるな
ら元の姿に戻して郷
土種で緑化するとい
うことをしなければ
いけません。

政治や経済状況が変わっ
て、環境意識とか震災意
識とかいろいろなことが
変わっていく中で、道路
づくりというのは非常に
長いスパンでその蓄積を
見ないと、環境を良くす
るようなことがあっても
分からない可能性があり
ます。広く、長く考えて、
この道路と緑地の環境が
どうなるのか考えなけれ
ばいけないことを再認識
　　　　　　しました。

方向が決まるには、まだ
時間がかかりそうですが、
自然というのは常に進行
していますので、放って
おくわけにはいきません。
だから我々は、最善を尽
くす。粛々とやるしかな
いですよね。この活動が
今後、道路づくりをする
際に、こんなことが必要
なんだということを知っ
て頂けるモデルケースと
して、非常に重要な仕事
　　　　　だと思います。

今回、ホタルの予測をしま
したが、これも10年間、皆
さんと一緒にデータを集め
てきた成果なので、やはり
粛々とデータを集めて解析
するいうことを続けなけれ
ばいけないと身にしみて思
いました。今回、久しぶり
にゆっくり歩いたら、ヒノ
キ林に竹がかなり入ってき
ているなど課題はたくさん
あると思いました。今後も
気づいたことを皆で言って
　 いける場にした

いですね。　

この印刷物は古紙パルプを含む再生紙を使用しています。

問い合わせ先
名古屋市 緑政土木局 道路建設部 道路建設課内 「環境に配慮した道づくり」施工ワーキング事務局
〒460-8508　名古屋市中区三の丸三丁目１番１号
　電話：052-972-2873　　FAX：052-972-4168

http://www.city.nagoya.jp/shisei/category/53-3-7-0-0-0-0-0-0-0.html
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◇維持管理工事のお知らせ ◇緑地（道ぎわ）ツアー

市道弥富相生山線第４号防災施設管理工事工 事 名

工事期間　平成25年10月15日まで

工事内容　工事区域の維持管理

連
絡
先

名古屋市天白土木事務所
TEL 052-803-6644　FAX 052-805-1594
整備係長 中根 和之／担当者 蒲野 裕貴

有限会社 ニイノ工業
TEL 052-805-2141　FAX 052-803-1602
現場代理人　岸谷 孝義

平 面 図
　工事区域の維持管理工事の状況をお知らせします。

排水路の浚渫や安全対策施設の更新作業などを行います。

至久方

浚渫工（排水路） 浚渫工（排水路）

落葉処理、土砂浚渫落葉処理、土砂浚渫

：作業済みの工種

シェルター構造上部
　草刈・除草

工事用フェンス工
　更新､撤去

法面保護工工事用フェンス工
　更新､撤去

排水工（仮設沈砂池）

排水工（仮設沈砂池）

排水､土のう工､導水管工事

排水､土のう工

下山畑

排水工（仮設沈砂池）

排水､土のう工

降雨で水位の上がった沈砂池の水をポンプで排水しました。

　参加メンバー全員で、これまでの施工ワーキングで環境に配慮してきたポイントを確認しながら現

地を歩きました。ヒメボタル調査直前だったため、ツアールート上の調査ポイントと周辺の環境を把

握することができました。

ツアールート

ワーキング小屋 
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平成17年から
植栽を始め
ました。

緑が
つながって
きましたね。

こちらも
ワーキングで
植生回復活動を
しました。

この下の
エコトンネルを
生きものたちが
利用しています。

植生回復を
進めよう！

この付近も
毎年ヒメボタルが
出現しています。

話し合って
方法を検討
しましょう。

まずは、シェルター構造上部の植生回復から確認。

ヒメボタル調査
ポイントの確認

エコトンネルの状況を確認。

切土法面の現状を確認しました。


